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「地域の世話役養成塾」開講！ 
 

 
 第１回世話役養成塾（10月 4日開催 南部合同庁舎５階会議室） 

 

                                 
 

                                 
 
 

  

ハイライト 

 １０月４日に世話役、市

町村職員を対象とした

「第１回世話役養成塾

（南部）」が開催されまし

た。 

 今年度の移住定住促進

事業の受託事業者であ

る式会社ルーツの平田

氏より一言。 

 久米島町が今年度策定

している「移住・定住推進

アクションプラン」の策定

状況等について紹介しま

す。 

 久米島町が地域おこし協

力隊員を活用して実施し

ている移住・定住の取組

みを紹介します。 
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地域における移住者のスムーズな受入れと定住促進のため

には、キーマンとなる人材が重要であることから、県では今年度

から３年間で各市町村１人以上を目標に「地域の世話役」を養成

することとし、10 月 4 日に、今年度の「地域の世話役養成塾」を

開講しました。 

各市町村が推薦した「地域の世話役」は、自治会長、地域づく

り団体の活動員、地域おこし協力隊員、公募で選定した市民で、

南部地区で開催した第１回目には、世話役が７人、次年度以降

の世話役の推薦に向けた受講内容確認のための行政職員な

ど、14 人の方が参加しました。 

 前半の講義は、徳島県佐那河内村の職員である安富氏を講

師にお迎えし、佐那河内村の取組み事例紹介を通して、世話役

の役割について考えました。後半のワークショップでは、３グ

ループに分かれ、移住希望の相談者に対し、「自分の街のどの

地域を紹介したい？」「どんな人に来て欲しい？」「そこでどんな

暮らしができる？」を具体的に考えました。今後、それぞれの地

域で実践し、成功事例を作っていきましょう！ということで、次回

第２回養成塾に続きます。 

○今後の予定○ 

【世話役養成塾】 

 第１回 

10 月 31 日（月） 北部 

 第２回 

10 月 31 日（月） 北部 

11 月 1 日（火） 南部 

 第３回 

11 月下旬頃 

 第４回 

H29 年１月（市町村職員、世話役

合同研修会） 
 
【移住フェア(東京)】 

 10 月 22 日（土） 

第 12 回ふるさと回帰フェア 2016 

 11 月 13 日（日） 

九州・山口合同移住フェア 

 H29 年 1月 15 日（日） 

ＪＯＩＮ移住・交流フェア 

【おきなわ移住相談会】 

 H29 年２月 

ふるさと回帰支援センター

（東京交通会館） 
 

【移住体験ツアー】 

 11 月～H29 年２月 

久米島町、石垣市、宮古島市

（各 10 名程度） 
 

【移住シンポジウム】 

 12 月 6 日（火） 

県立博物館・美術館講堂 



 

 

受託事業者より一言 株式会社ルーツ 取締役事業総括 平田 直大 
 
         

                                                                                                           

久米島町移住・定住推進アクションプラン策定中！ 
 
 

                             
                                                                                           

久米島への移住相談は“島コン”におまかせ！ 
                                                                       
                                                                     
 

    

“ひと紹介コーナー”   久米島町企画財政課 主事 島袋陽子 

                                                                                                                                         

 

８月 27 日（土）東京有楽町ふるさと回帰支援センターに

て「移住・定住相談会」が行われました。出展は、県・石

垣市・久米島町の３ブース、計２９組５０名が来場してく

ださいました。 

 相談内容で一番多いのは「就業」についての質問で

す。「今すぐにでも引っ越したい気持ちはあるけれど、仕

事があるか心配」「給料はどのくらいか」など、本島・離

島限らずほとんどの方が就業に関して不安を持っている

ようです。相談を受ける際は、県内平均賃金データやア

ルバイト情報誌を活用することをお勧めします。 

 前回のニュースレターでもお知らせしましたが、同セン

ター沖縄県常設ブースに移住等のリーフレットを置くこと

が出来ます。まだ余裕がありますので設置希望の市町

村は事務局（県地域・離島課）までお気軽にご連絡くださ

い。 

 

久米島町では、今年度から「島ぐらしコンシェルジュ（通称“島コン”）」として任命された 3

人の地域おこし協力隊員が、移住・定住の推進のために活動しています。 

 仕事・住宅・くらし等、久米島で暮らすために必要な情報を収集し、「久米島 島ぐらしガイ

ド」や Facebook で発信しています。また、古民家を改修した「仲原家」に、UI ターン希望者

の相談窓口を設置。行政職員だけでは行き届かなかった、具体的できめ細やかな対応を

目指しています。 

4 か月間で約 50 件の相談対応を行う他、東京、大阪での移住相談会での対応やモニ

ターツアー開催などの情報発信も行っています。                           

今年度から、島コンとともに移住・定住の推進のために活動しています。 

私自身が東京からの移住者（8 年目）なので、移住者と住民、両方の立場で考えていきたいです。 

5 カ月間活動してきて思うことは、「久米島の人口が減少している、このままではいけない」という課題を共

有することの難しさです。逆に言えば、この意識の共有ができて皆で同じ方向を向くことができれば、問題は

一気に解決に向けて進むのではないかなと思います。 

みなさん、よろしくお願いします！ 

ハイサイ！昨年度・今年度と本事業を受託運営しています、株式会社ルーツの平田直大です。 

私自身も 2 年半前に神奈川県から移住してきた移住者でもありますので、沖縄県の移住施策には大

変関心を持っておりました。 

昨年度から実施している中で感じるのは、市町村の皆様の「本気度」がグングンと上昇しているな、と

いうことです。 

これに関しては大変うれしく思っております！ 

ただ「移住施策」は単なる人口増加策ではなく、地域に住む生活者の日々の暮らしと未来を、よそから

来た人とどう作っていくのかを考えることだと思っています。 

特に沖縄はどうしてもイメージ先行で移住してくる人も多いので、地域にとって本当に来てほしい人は

誰なのかということを見定めないと余計なトラブルやがっかりを生み出しかねない、とも感じてます。 

考えることも関係する人も多く、移住促進ご担当の皆さんのご苦労・悩みは計り知れませんが、様々

なお悩みに対しても、できうる限り共に取り組みたいので、どんな小さなことでもどうぞお気軽に私までご

相談ください。皆さんの地域にお邪魔します！ 

ない」、住民は「やってくれない」という認

識の食い違いが生じていることがわか

りました。それらの「移住者と住民の壁

となる課題」を解決するため、島ぐらしコ

ンシェルジュは区長さん、住民とともに

活動していきます。 

その第一歩として、字費や自治会、

行事などについて記載した“字紹介リー

フレット”を区長さんらと共に作成しまし

た。第一号は、移住者の多い字“比嘉”

です。                        

このリーフレットは移住者が自由に持

ち帰れるよう、町民課窓口に設置してい

ます。                                 

 

                  

                                  

            

                       

 

なおひろ 

○アクションプラン策定の背景と推進体制 
久米島町では、昨年度策定した「第２次久米島町総合計画（2-

016-2015）」において、「夢つむぐ島 -島人みんなで織り上げる未

来-」を将来像として、抜本的な解決が必要な「人口減少に歯止

めをかける」ため、今年度アクションプランを策定することとしてお

ります。 

  「アクションプラン策定委員会」は、島外の有識者５人と住民８

人で構成され、「外から移住者を呼び込む」ことについて、ＰＲの

方法や島に必要な人材を呼び込む方法・制度について協議して

います。 

また、住民 36 人で構成する６つ（空家・子育て・しごと・教育・

福祉・サポーターズ）の部会を設置し、「移住者と住民がお互い

幸せに暮らす」ことについて、受入れに関する課題解決の方法

や、島に必要な人材について協議しています。 

このように委員会と部会で意見を共有し、久米島町移住・定住

推進アクションプランを練り上げていきます。 

 

○住民意見に基づく具体的取組み 
部会会議の中で、字費・青年会などの自治会加入・掃除など

の地域活動等について、移住者は「やりたいけど方法がわから 

アクションプランを策定するにあたり、一般財団法人地域

活性化センターの「移住・定住に関する推進体制整備支援事業」助

成金を活用しています。当助成事業は、移住や定住を推進するため

の具体的な実行計画（アクションプラン）の策定及び移住や定住に

向けた体制整備を支援するための事業として、助成は原則３カ年継

続されます。（上限 1年目 500万円、2,3年目 200万円） 

補足   


